
【届出７】電話で報告を行いましょう。

登 録

登録後はインターネット、
携帯電話で検索可能。

電話により届出

公衆回線

音声により届出内容を確認のため、
音声ガイダンスをします。

①電話（プッシュフォン）により1頭毎に届出が出来ます。（利用申請は不要）
②パソコンを所有していない方でも音声案内に従い正確に届出ができます。
③翌日には登録済となり、インターネット、携帯電話で検索が可能となります。
④パソコン報告の初期手続きを行うと当日中に電話音声応答システムのパスワードも変更になります。
⑤ダイヤル回線の場合は、トーン信号が発信可能な状態する必要がありますので、電話機本体の切り替えス

イッチや「＊ 」を押して、「ピッ、ピッ、ピッ」と音が出るよう設定をお願いします。

出荷を急がれる方に
非常に便利で確実です。

一部の間違いを除き、ほとんどの間違いは、
届出時点でチェックします。

【届出８】出生報告を行いましょう。（電話）

TEL186-0037-80-1777（ひかり電話などの普及によりつながらないこともあります。）

TEL186-0248-48-0594(つながらない場合） 【届出を行うメニュー番号】

お電話ありがとうございます。こちらで家畜個体識別の受付を行います。 2 転入
　　　（ダイヤル回線は、 ＊ を押すなどしてトーン信号が発信可能な状態にしてください。）

注；ガイダンスの途中でも次のメニューに進めます。 3 転出

① このままあなた様の報告を行う場合は 1 、 他の管理者の報告を代行する場合は 2 を押した後 ＃ を押す。 4 死亡
(代行報告者）

5 耳標再発行

(牛の管理者）

※印刷を行い、□欄に個体識別番号などを記載してから、電話音声応答システムを利用すると便利です。

② 報告するメニュー番号を入力してください。 1 ＃ 出生報告を押す。

6 パスワード変更

を押した後 ＃ を押す。

（あなたの耳標であることを確認してください。）

④ 生年月日を入力して下さい。今日の場合は 0 、1日前の場合は 1 、２日前の場合は 2 、３日前の場合は 3

４日以上前は 4 押した後、生年月日を和暦6桁で入力し、最後に ＃ を押す。
（登記簿、家畜共済台帳などの違いに注意してください。）

⑤ 雌雄の別（性別）を入力してください。雄は 1 、雌は 2 を入力し、最後に ＃ を押す。
（異性双子（フリーマーチン）は、外陰部の状態により判定します。）

を押した後 ＃ を押す。
（受精卵移植の場合は、分娩した母牛を入力してください。）

⑦ 種別を入力してください。 ホルスタイン種 1 、　ジャージ種 2 、交雑種（肉専用種×乳用種） 3

黒毛和種 4 、褐毛和種 5 、日本短角種 6 、無角和種 7

黒毛和種×褐毛和種 8 、和牛間交雑種 10 、　肉専用種 11 、乳用種 12 を入力し、最後に ＃ を押す。

⑧ 出生報告をいただきました。確認のため報告された内容をアナウンスします。

報告された内容をアナウンスしました。内容がよろしければ ＃ 確認、 ＊ 修正　どちらかを押す。

（登録されます。） （③に戻ります）

⑨ 他に報告されるデータはありますか。終了は 1 、続けて出生報告を行う場合は 2 、出生報告以外の報告を行う場合は 3 を押す。
（③に戻ります） （②に戻ります）

③ 出生牛の報告を受付ます。　　個体識別番号（10桁）

⑥ 母牛個体識別番号10桁を入力してください。母牛個体識別番号（10桁）

①母牛が登録されていない場合
②母牛がオスの場合
③他の飼養者の牛として登録されている場合
　　　　　　　などは間違い（エラー）となります。

分娩間隔・初産月齢
を確認することが重要


